
地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）で地域を
育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域の地域まちづくり活動団体によって取り
組まれている地域まちづくりなどを地まちのチカラで情報発信します。 vol.85

2022.12.27

地まち チャレンジ ～31人目～

地まちNEWS

地まち団体紹介
大 曽 根 ま ち そ だ て 会 議

地域の取組み
大 曽 根 路 上 空 間 活 用 方 法 検 討 W S

Ｑまちづくりに取組んできた中でうれしかったこと
Ａまちづくりに取り組んでいるつもりがなくて、自然にその活動に務め
ている人たちに会えること。
Ｑこれから取組みたいと考えていること
Ａ人と人とが楽しく、刺激的、有機的に繋がれる場所をつくること
Ｑ最後にひとこと
Ａつまらない人はいつもつまらないことを考えていて、おもしろい人は
いつもおもしろいことを考えている。

「小ネタが地域を面白くする！」をテーマに、10月から始ま
った令和4年度のまちづくりびと講座（共催：熱田図書館）は
今月11日を最終回（第4回）として、無事終了しました。

公益財団法人 名古屋まちづくり公社 |  |           
名古屋都市センター調査課 まちづくり支援班 清水・横畑・立川・三井・松井
https://www.nup.or.jp/nui/ ✉｜chimachi@nup.or.jp ☎｜052-678-2214 

大曽根まちそだて会議は、2020年に発足、
北区大曽根両商店街を核に、持続的な地域づ
くりを目的に活動しています。現在は商店街
の関係者や地域住民に加え、学生の若い力も
取り込んで、毎月多様な意見の飛び交う活発
な会議や、様々な活動を行っています。

発表者は20枚のスライド×各20秒の計400秒でプレゼン、それを
肴に観客がおしゃべりをする「ぺちゃくちゃないと」。藤田さんは
そのオーガナイザーをされています。プレゼンターは業界を問わず
ユニークな活動をされている方々。仕事だけでは関わらない人たち
と出会い、世界が広がるのが魅力とのこと。地域の中でも普段接点
のない人同士の交流と発信の場になっています。この活動を「真剣
な趣味」だと語られました。他にも、地域×アートでそれぞれの魅力
を引き出したいと、三谷温泉のアートプロジェクト「ととのう温泉
美術館」など、様々な活動に取り組まれています。（松井）

まちそだて会議は、商店街と地域をつなぐ
役割を担っていると語られるのは、事務局長
の西山さん。イベントや路上空間活用の実験
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を行いながら、商店街を
地域の人が日常的に訪れ
て交流できる居場所、自
分の家のように感じられ
る「マイホームストリー
ト」にしていきたいとお
話しいただきました。

熱田のまちを歩いて見付けた小ネタを、それぞれが独自の
切り口で新聞にまとめ、みんなの小ネタを集めた小ネタ新聞
が完成。この新聞はセンターHPに加え、熱田図書館にも展示
される予定です。

互いの切り口について感想を述
べあったり、図書館が用意してく
れた熱田の本で盛り上がったり！
最後は各自小ネタを活かした今

後の展望を語りました。みなさん
の更なる深堀りを期待しています

小ネタ講演会が開催決定！
令和5年2月18日（土）13:30~16:00
▶NEXT!

東京大学社会科学研究所の
中村寛樹准教授を招き、
「KNT（小ネタ）理論」に
ついてお話いただきます！
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三田祐子さんのご紹介

ぺちゃくちゃないと名古屋オーガナイザー
㈱大藤エンジニアリング代表取締役社長

藤田 聖人さん

！

、

～地まちCampus勉強会～

大曽根まちそだて会議の協力のもと、名城大
学の学生たちによって、新たなストリートの活
用方法を模索するワークショップが2か月間に渡
って開催されました。「こんなストリートの活
用もできるのでは」「こんなチャレンジができ
るのでは」という想いから、３つのイベント（
社会実験）やアンケート調査を実施しました。
学生のみなさんの熱意に加え、若者がチャレン
ジできる、まちそだて会議の雰囲気が、成功に
一役買っていたと感じます。会議の様子
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